
新型

ＳＡ型・カートリッジヒータ

○従来の２本リードヒータで配線すると

各ヒータから電源線が２本ずつ出ているので
電線が多く、誤配線の原因にもなる。
配線工数、電線使用量も多くかかる。

○新型のＳＡ型ヒータを使用すれば

ヒータヘッドに電源端子を搭載している為

隣接するヒータから電源を渡す事ができる。

また、電源線は先頭の２本だけで済むので

配線工数や電線の使用量が大幅に削減可能。

ヒータの交換作業も容易。

金型などに組み込んだ場合

ヒータの連結は

六角レンチ又は六角ドライバーで

締めるだけ

固定外す

省配線！！

OR

特許
取得

配線の

脱着が可能


